
共通教養科目 カリキュラムマップ(令和6年度)

社会で生きるⅠ 1 1前 ● ●
1単位

必修

社会で生きるⅡ 1 1後 ○ ● ●
1単位

必修

社会で生きるⅢ 1 2前後 ○ ●
1単位

必修

心理学 2 1前 ●

法学（日本国憲法含む） 2 1前 ○ ●

教育学 2 1後 ○ ●

経済学 2 2前 ●

暮らしの化学 2 1後 ●

地域理解 2 2後 ●

くしろの文学 2 2前 ●

芸術・アートの世界 2 2後 ● ○

くしろの自然環境 2 2前 ● ○

英語 2 1前後 ● ○

言語と文化Ⅰ 1 2前 ●

言語と文化Ⅱ 1 2後 ●

言語と文化Ⅲ 1 2後 ●

生涯スポーツ実技 1 1前 ○ ●

生涯スポーツ理論 1 2後 ○ ●

　● 第一義的内容　　◯ 副次的内容

科目分類
【 建学の精神 】

　愛と奉仕

【 教育理念 】

・自由にして規律ある人格

・幅広い教養と人間性豊かな専門的職業人の育成

・地域社会の文化の向上と福祉への貢献

【 共通教養科目の構成 】

本学では、学科専攻を問わずすべての学生が、社会で、地域で生きる

ための汎用的知識・技能・資質の基礎を形成する学修、および学科専

攻での専門的学びにつながる基礎的な知識などの学修のうち学びの内

容が学科専攻を越えてすべての学生にとって意義のあるものを全学生に

共通する教養の学びとして位置づけています。この観点に基づいて開設

する「共通教養科目」は、①実社会への参加準備を進めつつ社会を

様々な角度から理解する科目（「社会で生きる」系列の科目）、②

地域を多面的に理解する科目（「地域を理解する」系列の科目）、

③多様な言語・文化を修得・理解する科目（「外国語」系列の科

目）、④身体と健康を理解する科目（「保健体育」系列の科目）に

よって構成しています。

【 幼児教育学科の学位授与方針 】

次の3つの方針を掲げており、各科目との対応関係は表の通りです。

1.広い幼児教育・保育の知識と技能をもつ

2.保育者に相応しい豊かな人間性と感性をもつ

3.子どもの生活環境や生活文化を向上する姿勢をもつ
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卒業要件
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幼児教育学科　専門教育科目　カリキュラムマップ（令和6年度）

子どもや他者への関心をもち、健やかな生活を支える意志を有する人

他者の考えを理解し、自分の考えを適切に伝えることができる人

自らの努力や仲間との協同によって、課題に前向きに挑戦できる人

さまざまな学修歴や社会経験を活かし、保育者として人間性や能力・資質を高め続けることができる人

課題探求、
＊情報収集、
問題解決力

保育実践、
＊地域社会に
貢献する力

科目
単
位
数

必
修
◆

子どもの保健 2 ● ○ ○ ◇

教育原理 2 ● ○ ○ ⦿ ◇ ☆※

保育者論 2 ○ ● ○ ○ ⦿ ◇

保育原理 2 ○ ● ○ ○ ○ ◇ ☆

言語論 1 ○ ● ○ ⦿ ◇

乳児保育Ⅰ 2 ○ ○ ● ○ ○ ◇

特別支援教育Ⅰ 1 ○ ○ ● ○ ○ ⦿ ◇
レクリエーション理論 2 ● ○ ○ ▼
情報機器総論 2 ● ⦿

音楽表現法 1 ○ ○ ● ⦿ ◇

身体表現指導法 1 ○ ● ⦿ ◇

児童文学・文化研究 2 ○ ○ ○ ●

音楽Ⅰ 1 ○ ● ⦿ ◇

社会福祉 2 ● ◇ ☆

社会的養護Ⅰ 2 ○ ○ ○ ● ◇

実習内容研究Ⅰ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ◆ ⦿ ◇

保育実習ⅠB（施設） 2 ○ ○ ○ ○ ● ○ ● × ◇

心身の発達と学習過程Ⅰ 2 ● ○ ○ ○ ⦿ ◇

子どもの健康と安全 1 ● ○ ○ ◇

保育方法論 2 ○ ● ○ ⦿

人間関係論 1 ○ ○ ● ○ ○ ⦿ ◇

保育内容研究Ⅰ 1 ○ ● ○

乳児保育Ⅱ 1 ○ ● ○ ○ ◇

レクリエーション実技 1 ● ○ ○ ▼

造形表現法 1 ● ⦿

音楽Ⅱ 1 ○ ● ⦿ ◇

子ども家庭福祉 2 ○ ● ◇

保育内容総論 1 ○ ○ ○ ● ⦿ ◇

保育内容指導法 1 ● ○ ⦿ ◇

教育保育実習指導 1 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ × ⦿ ◇

レクリエーション現場実習 1 ○ ○ ○ ● × ▼

保育実習ⅠA（保育所） 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● × ◇

心身の発達と学習過程Ⅱ 1 ● ○ ○ ○ ◇

幼児理解と教育相談 2 ○ ● ○ ⦿

教育・保育課程論 2 ● 〇 〇 ⦿ ◇

健康論 1 ○ ○ ● ○ ⦿ ◇
保育内容研究Ⅱ 1 ○ ● ○

在宅保育 2 ○ ● ○ ○ ■

造形表現指導法　（環境・表現） 1 ○ ● ⦿ ◇

音楽Ⅲ 1 ○ ○ ●

子ども家庭支援の心理学 2 ○ ○ ● ◇
教育実習 4 ○ ○ ○ ○ ○ ● × ⦿

保育実習Ⅱ（保育所） 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ×

教育史 2 ● ○ ○ ⦿
環境論 1 ○ ○ ● ⦿ ◇
特別支援教育Ⅱ 1 ○ ○ ● ◇
芸術表現 1 ○ ● ◇
音楽Ⅳ 1 ○ ○ ●

社会的養護Ⅱ 1 ○ ○ ○ ● ◇
子ども家庭支援論 2 ○ ○ ○ ○ ● ◇
子育て支援 1 ○ ○ ● ◇
選択施設実習指導 1 ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ×
保育実習Ⅲ（施設） 2 ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ×
保育・教職実践演習（幼稚園） 2 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ⦿ ◇
子どもの食と栄養 2 ● ○ ◇
幼児体育指導法（健康・人間関係）1 ○ ○ ● ⦿ ◇
実習内容研究Ⅱ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ● × ⦿ ◇

特別演習Ⅰ 2 ◆

特別演習Ⅱ 2 特別演習Ⅱ

　【幼児教育学科の教育目的】
　　次世代を担う子どもの心身と健全な育成をはかるため、専門的な知識や技術の学びを通して豊かな人間性と感性を持った保育者の養成を目指すと共に、
　　地域社会における子どもの生活環境や生活文化の向上に努めようとする態度及び実践的能力を養うことを目的とする。

　【幼児教育学科の教育目標】
　　適切に自己を表現しながら、他者の自己表現にも共感できるような感性をとぎすますこと。
　　視野を広め、他者の幸福のために力を尽くす情熱と知性を高めること。
　　適性と能力に応じて、幼児教育や福祉の基本的な知識や技術を身につけること。

入学者受け入れの方針

教育課程編成・実施の方針

各科目の目的・目標に応じて、主に知識習得に向けた講義科目、主に技能や資質習得に向けた演習科目および実
習科目を配置し効果的な学習を進める

＊配置は、学期ごと　●（第一義的内容）が左から
順に並ぶようにした。

専門教育科目として、保育者養成に必要な知識および技能にかかる科目を配置し、
子育て、子育て支援および職業生活に有用な幅広い知識と視野を身につける

近隣園と連携し、保育観察や
グループ演習など、小グルー
プが保育実践者から有形・無
形の学びを受ける実習指導を
進める

● 第一義的内容　　　　○ 副次的内容
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修
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開
講
時
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保育者として必要な知識・技能、
子育て、子育て支援に有用な知識

科目の区分
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関する

基礎知識

幼児教育
・保育に
関する

基礎知識

幼児教育
・保育の
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環境構成
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表現技術

社会福祉・
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子育て支援

実習指導
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⦿
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レク＆
スポレ
ク資格
必修
▼

卒
業
必
修
科
目
◆
を
必
ず
含
ん
で
５
０
単
位
以
上
修
得

但
し
×
を
除
く
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幼実習後～

実習
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☆特別演習Ⅰ

１
年
前
期

１
年
後
期

２
年
前
期

２
年
後
期

２年
通年

学修成果

・保育職の意義についての理解
・幼稚園や保育所における保育についての理解
・子ども（幼児）についての理解、コミュニケーション力
・保育方法・保育課程・クラスづくりに関する基礎的な知識・技能
＊履修カルテ＜自己評価シート B-3＞より、表現一部修正

・保育職における他者との連
携・協力、社会性、対人関係能
力
・５領域の保育実践・教育実践
・保育職に向けての課題探求
＊同左

計
３
単
位

他に一般教育科目の心理
学・法学・教育学※・経済
学を含め、３科目以上履

修

ただし、※のついた、
教育原理と教育学は
どちらかのみ認定

学位授与の方針
との関係

　　　　　1.広い幼児教育・保育
の知識と技能をもつ

3.子どもの生活環
を向

境や生活文化
上する姿勢をもつ

2.保育者に相応しい豊かな人
間性と感性をもつ
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